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一般社団法人日本プライマリ・ケア連合学会

理 事 長 殿

以下に記載した内容で，貴学会の試行事業における病院総合医養成プログラムとして認定を更新

していただけますよう申請いたします．
プログラム責任者署名（自署） l11f 孔

1 .プログうム名称

大分大学f病院総合医J養成プログラム

2.プログラム提任者
プログラム責任者氏名｜阿部 航 ｜ 学会会員番号 ｜

所属・役職｜大分大学医学部附属病院 総合内科・総合診療科・准教授

所在地・連絡先｜住所 干879-5聞大分県由布市挟間町医大ケ丘1-1
電話 097-586-6306 FAX 097・586・6307
E-mail kabe1966@oita・u.ac.jp

連絡担当者氏名～役臓

連絡先｜電話 FAX 
E-mail

3. ilili 1年間のプログラムの概要
－研修者の感想や、 アピールポイントをお書きください

＊プログラム責任者と別に連絡
担当者がいる場合のみ記載

※病院総合医研修プログラム履修者がいないため、 研修者の感想はありません。
以下、7ビールポイントです。
。アピールポイント
1.コにさま：病院を基幹施設と位置づけ、 症例数を競うよりもBio-Psycho-Social modelにのっとった、 患者
の問題を全人的に解決できる能力を養成すべく、 診療の質を向上することを目的としています。
2.大学病院を基幹研修施設にしているので、自ずと診断困難例を多数経験することができます。また
相談〕やすいように各分野の専門医を指導医として配置しているので、 臨床推論を鍛えるだけでなく、
さま；ぎまな臨床手技を経験する機会に恵まれています。
3.感染制御委員会やリスクマネージャ ー委員会、救急救命センタ ー運営会議など多種多様な委員会が
あります。また診療科を横断した委員会を多く経験する機会があり、さまざまな問題に対応できる病棟
マネジメント能力を養成することができます。
4.研修関連施設は大分県の地域中核支援病院に指定されており、その地域の1--2次救急患者を数多
く収容しており、急性上気道炎や感染性胃腸炎、幅吐下痢症などのCommon diseaseから、急性虫垂炎、
脳卒中や急性冠症候群などのCritical diseaseまで事欠くことはありません。また研修基幹施設と研修関
連施設のアルメイダ病院には救急専門医が常駐しており、症例数だけでなく、診療の質も保証されてい
ます。








